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スプレーギクの発育と日長、温度の組み合わせ

上里健次・知念和香奈

(琉球大学農学部・南部農業改良普及センター）

KenjiUEsAToandWakanaCHINEN：ResponsesofthecombinationofdayIength

andtemperatureonthegrowthofspraytypeCrysanthemum

はじめに

キクはわが国の切り花用の花卉植物の中では最も消

費が多く，全国的に周年を通して安定した生産出荷が

なされている．輪ギクが仕事花として多用されている

ためであるが，一方近年は消費の多様化に伴って洋風

のスタイルを持つ，いわゆるスプレーギクの消費が急

増し，この範囑に属する多くの品種が育成されている．

スプレーギクに分けられているにしても，その発育に

ついては基本的には輪ギクと同様であるが，実際面で

は花芽形成後の２次分枝の仕方も含めて，花茎全体と

してのバランスが重要である．日長，温度の組み合わ

せはキクの発育にとって重要な環境要因であり，輪ギ

クを中心に多くの研究例があるが１，２．３．４．７．９)，スプレー

ギクにおける花序全体の伸長に関連させた報告は少な

い．ここではスプレーギクの黄色系の品種ハニーを対

象に，人工気象室に温度と日長の組み合わせ試験区を

作り，花茎分枝を含めた花序の発育におよぼす影響に

ついて調査検討した．

ジを使用し，施肥はN10-P10-K10のCDU化成肥料を

10aあたり200kgの割合で換算し，その全量を基肥とし

て与えた．制御室内は相対湿度70％として灌水は適宜

行った．日中は約63％透過の自然光下とし，夜間の補

光はl室あたり１個の白熱灯を各日長区にあわせてタ

イマーを使用して行った．短日処理には光を通さない

暗幕をグループ毎に，全体を被覆して行った．

調査は茎長，葉数の増加などの栄養生長と，生殖生

長については発蕾，開花日の早晩性，スプレー状の花

序全体の形態，バランスの善し悪しなどの項目につい

て行った．

結果および考察

１．温度，日長の組み合わせと栄養生長

実験期間の最終時における調査結果のまとめを第１

表に示し，その中で各処理区ごとの平均茎長について

は第１図にまとめた．総じて遮光率37％の制御室内で

は日照不足となって徒長傾向を示し，全体的に過度の

伸長を示した．中でも長日下における徒長は明らかで，

昼温22℃以上においては著しい伸びが見られた．しか

し昼温30°Ｃになると，高温による伸長阻害の影響が現

れて茎長は短くなった．短曰下においても温度に対す

る傾向は同様で，正常な生育は日昼18℃の低温下での

み見られた．同一温度区を短日，長日下で比較すると，

すべて有意差の元に前者で短かった．

最終調査時の葉数については第２図に示した．短日

区長日区とも日昼温度が高くなるほど葉数が多くな

る傾向を示し，とくに長日区においてはすべての温度

区で大幅な増加を示した．これは明らかに日昼温度が

高くなるほど花芽分化に不適となり，その分栄養生長

材料および方法

挿し穂から16日経過したプラグ苗を入手して供試材

料とした．10月中旬にプラグ苗をプラスチック鉢に定

植し，深夜４時間の白熱灯による暗期中断の下で栄養

生長の維持を計った．供試株はすべての個体とも無摘

心とし，茎長が約30cmになった７週目に株揃いに留意

して分けた８株ずつを，環境制御室に設定した各試験

区に搬入して実験を開始した．試験区は昼夜の温度差

を５°Ｃとして18-13,22-17,26-21,30-25°Ｃに設

定し，さらに９時間日長の短日区，１５時間日長の長日

区を組み合わせた．鉢の用度には腐葉土混合の島尻マー
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第１表日長および温度の組み合わせの栄養生長，花成に及ぼす影響

長
Ⅲ

茎
Ｃ試験区 葉数

枚

節間長

ｃ、

到花日数

日

花数、蕾数

個

供試個体

個明期ｈ温度℃

18-13

22-17

26-21

30-25

18－13

22-17

26-21

30-25

112.6±６９ｂ

123.6二７６ab

l261±5.0a

ll0.3＝7.7ｂ

130.8±3.0ｂ

155.7＝5.8ａ

159.0±3.5ａ

138.2±3.9aｂ

401±a6b

4L6工2.6aｂ

42.6±L6ab

473±３６ａ

53.4±3.1ｃ

55.9±２５bｃ

63.7±L6ab

669±3.5ａ

ｂ
ｂ

ａ
ａ
ａ
ｂ
ａ
ａ
ａ
ｂ

２
１
２
１
１
１
１
１

●
●
●
●
●
●
●
０

０
０
０
０
０
０
０
０

＋
一
十
一
‐
｜
‐
｜
＋
’
＋
’
十
一
‐
一
‐
一
十
一

８
９
９
３
４
８
５
１

●
●
●
●
●
●
●
●

２
２
２
２
２
２
２
２

60.7±2.1ａ

65.4±0.8ab

665±1.4ｂ

97.0±Ｏ９ｂ

９１１±Ｏ８ａ

９Ｌ６±２５a

lOOO±ＬＯａｂ

103.3±2.3ｂ

27.3±2.2ｂ

34.1±4.7ab

355二６１ab

455±4.4ａ

23.1±4.2ｂ

44.0±４１ab

450±6.3aｂ

61.5±5.4ａ

７
７
８
８
８
７
６
８

９

1５

注）数値の±は標準誤差,節間長は茎長葉数より算出,検定は日長内の温度処理毎に行い，異符号英小文字は有意差を示す．

の期間が引き延ばされて

葉数が増加することとなっ

た長日下においてもす

べての温度区で葉数は増

加し，これも前述のよう

に花芽分化の不適に伴う

増加であった．茎長と葉

数の関係を平均節間長で

見ると（第１表)，中程

度の温度区で大きく日昼

温度が低くても高くても

幾分節間が詰まるという

結果が示されたこの場

合30℃の高温で節間が詰

まるということは，前述

したように茎の伸長が阻

害されるためで正常な発

育に見られる正常な節間

の短さとは別である．ま

たこれら節間長の長短に

は温度要因が影響するの

に対し，日長要因の関与

は小さいということが言

えそうである．
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ても，ある一定の生長

期間を経過すれば，長

日下においても花芽分

化，花芽発達，開花は

障害なく見られ，この

ことからこの品種にお

ける限界日長域は15時

間を超えているといえ

る．一般には低温下に

おける生育は遅れ気味

であるが，ここで供試
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長日区
したスプレーギクの品

第３図短日、長日区における発蓄日鉗Sよび劉舵日数に及ぼす温度処理の影靭 種ハニーは，昼温18°Ｃ

の試験区において発蕾

２．日長，温度の組み合わせと花成および開花までの日数が最も短く，これはこの植物が

日長処理開始日を起点に発蕾時，蕾の着色時およびいわゆる冷涼性の植物に属し，沖縄における冬季以外

開花までの日数をまとめて第３図に示した．ここで発の温度は高すぎて不適となることを示唆するものと受

蕾は肉眼で確認できた日，着色は外側の舌状花弁に着け取れる．

色が見られた日，開花は舌状花弁が水平に開ききったここでは無摘心の１本仕立てとし，側芽の摘芽，蕾

日を基準にした．短日区における発蕾，着色を含めたの摘蕾も一切行わないで育てたが，その中で上位の数

開花までの日数は，昼温26℃までの３区でほぼ同様の 花が開花した時点における花数および蕾数を第４図に

結果を示したが，昼温30℃の短日区，長日区のすべてまとめた．短日区の日昼18℃の低温区では花数，蕾数

の温度試験区では発蕾までの日数が大幅に遅れ，開花とも少数であったが，高温になるにつれて増加し，日

日数も同様に遅延した．
'Ｏ

このことは26-21°Ｃ以

下の適域温度下では短‘ｏ

日の効果のみが重要で，
５０

温度の違い|こよる差は花

全くないと言える．反瞥“
よ

対に長日条件は温度'こ：麺
関係なく花芽分化に不Ｑｈ

ｍ

適で，日昼30°Ｃの高温（■）

下においては短日条件’ｏ

を与えてもその効果は
０

１肖去されると考えられ

る．他方代表的な短日

植物とされるキクであっ
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昼30℃区においては２倍近い数となった．開花数に限

れば日昼22℃区で最も多い開花が見られた．また最終

調査の時点では高温区はすべて蕾の段階であった．長

日区においては日昼18°Ｃ区のみ花数は平均23個程度で

あるのに対し，他の中，高温区では花数は大幅に増加

し，日中30°Ｃ区では60を超える数値を示して開花も遅

れ，早いものでも蕾は未着色の段階であった．なおこ

こでは，すべての側芽を残したままでの芽の動きを見

たので，したがって不必要な下位側芽を除く一般の栽

培における花蕾の発育とは様相が異なり，花蕾数が極

端に多いのもそのためである．

の関わりが強いことは，多くの報告に見られるとおり

である山２．`'５，`)．ここでは同一温度条件を通しての発

育を見たが，発育の過程で温度試験区を変えるなどの

組み合わせを加えると，栄養生長，花成などの関わり

が一層明らかに出来ると思われる．

摘要

スプレーギクの黄色系品種ハニーについて，人工気

象室に日長と温度の組み合わせ試験区を作り，栄養生

長および花成，花茎分枝を含めた花序の発育に及ぼす

影響を検討した．

１．茎長に対しては短日下の低温区のみで正常な伸長

を示し，中温度区ではやや徒長となり，高温区では

生育が阻害されてやや低めであった．１５時間の長日

区でも傾向は同様で，一層の徒長を示した．

２葉数についても同様に高温区になるほど多くなり，

最高温区においてもなお増加となった．

３．到花日数については，短日区では日昼26℃以下で

処理開始後60日程度であったのに対し，短日高温区，

長日下はすべての温度区で90日を越える遅れを示し

た．

４．短日の高温下および長日条件下では，頂花の優位

性が失われて花茎の２次分枝が見られ，スプレータ

イプとしての花序のバランスは悪化した．

５１５時間の日長下でも開花したことにより，この品

種の短日植物としての限界日長はそれよりも長いと

ころにあることが伺われる．

３．日長，温度の組み合わせと花序分枝の様相

花数，蕾数をを合わせたいわゆる花序全体の着蕾の

様相についても，試験区によって多くの差異が見られ

た．短日低温区においては花序の上位の数花がほとん

ど同時期に開花する中で，頂花に優位性があって良好

なバランスが見られ，摘除しない中，下位の葉えきの

蕾もそれぞれかなり小さく花柄の伸長も僅かであった．

これに対して短曰高温区では，花序頂花の有意性が見

られず，花序上位の数節は頂花よりも長く伸長して２

次分枝するものも多く，それぞれの分枝部位の葉もか

なり大きく，スプレータイプとしての花序のバランス

は不良であった．長日区においては低温区においても

花序のバランスは悪く，上位より２－３節の花茎の勢

いが極めて強く，それぞれが分枝して数個のつぼみを

付け，全体として塊状の開花を示した．長日区の日昼

30℃区においてはさらに花序全体のバランスが大きく

崩れ，中位節の側芽約10本が30cm前後まで伸長してそ

れぞれが２次分枝して蕾を付け，上位節とは別の独立

した花序が中位節にも見られるというような異様な形

態を示した．総じて短日，低温以外の条件下では軒並

みにスプレータイプとしての花序のバランスは不良で

あった．

秋ギク系統は電照時間によって開花調節が行われる

ように，一般には日長条件が優先して考えられている

が，しかし温度条件も常に表裏一体をなすもので相互

SummarY

Researchesontheresponsesofdaylengthand

temperaturerelatedwithvegetativegrowthand

floweringwhichincludedbranchingnatureandbalance

ofinflorescenceofspraytypeChrysanthemumcv

Honeywerecarriedout・Checkingwasdonebyusing

fourseparateroomsequippedforartificialclimate
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LOnlyalowtemperatureplotundertheshort
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daylengthshowednormalheightofstemlength，

howevertheotherplotsincludelongdaylength

showedsucculentgrowtｈｏｒｌｏｎｇｅｒｓｔｅｍ、

２．Ｎｕｍｂｅｒｓｏｆｌｅａｖｅｓａｌｓｏｓｈｏｗｅｄｓａｍｅｔendency

thattheleavesincreasedundertheheightempe‐

atureandlongdaylength

３．Plotsundertheshortdaylengthon31ower

temperaturesshowedabout60daysuntilflowering，

buttheotherallplotsunderthelongdayand

hightemperatureundertheshortdaylength

showedmorethan90days，

４．Thebalanceofinflorescenceasspraytype

flowerwerepoorattheplotsexceptlowtemperature

andshortdaylength

５．CliticaldaylengthofcvHoneymightbeexist

atlongerpointthanl5hoursduetoallplants

floweredintheseexperimentplots．
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